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阿部伸吾さんと沙也加さん ・ 梢ちゃん ・ 紬ちゃん

（紹介は２ページです）

《端野地区・緋牛内》
しん   ご                        さ     や     か                     こずえ                       つむぎ
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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
乳
牛
共
進
会

やりたいことをやってほしい！
　

真
夏
日
の
よ
う
な
晴
天
だ
っ
た
６
月
13
日
、
端
野
地

区
緋
牛
内
に
あ
る
阿
部
家
を
訪
ね
る
と
、
元
気
い
っ
ぱ

い
走
り
回
る
梢
ち
ゃ
ん
と
ミ
ル
ク
を
飲
み
終
え
て
満
腹

そ
う
な
紬
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
女
の
梢
ち
ゃ
ん
は
ベ
イ
ビ
ー
シ
ャ
ー
ク
や
ピ
ク
ミ

ン
な
ど
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
見
る
こ
と
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

か
ら
保
育
園
に
通
い
始
め
、
「
ど
ん
な
い
ろ
が
す
き
」

「
バ
ス
に
の
っ
て
」
を
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
明
る

い
女
の
子
で
す
。
最
近
、
興
味
の
あ
る
こ
と
は
何
で
も

１
人
で
や
っ
て
み
た
い
お
年
頃
で
、
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
が
手
伝
お
う
と
す
る
と
プ
ン
プ
ン
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
出
来
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

靴
を
１
人
で
履
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

次
女
の
紬
ち
ゃ
ん
は
絵
本
や
お
ま
ま
ご
と
で
よ
く
遊

び
、
興
味
が
あ
る
も
の
に
た
く
さ
ん
触
ろ
う
と
し
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
の
保
育
園
に
通

い
、
腹
ば
い
か
ら
の
ハ
イ
ハ
イ
を
習
得
し
よ
う
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
！

　

お
名
前
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
お
父
さ
ん
に
聞
く
と

「
梢
は
気
遣
い
が
で
き
る
優
し
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
、

紬
は
繊
維
に
例
え
て
丈
夫
な
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
母
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
お
友
達
、
こ

れ
か
ら
出
会
う
人
を
大
切
に
し
、
自
分
達
の
周
り
に
い

る
人
達
を
笑
顔
に
で
き
る
大
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
「
自
然
の
中
な
ら

で
は
の
経
験
を
し
な
が
ら
、
の
び
の
び
と
や
り
た
い
こ

と
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
想
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【ご家族紹介】
前列左から～お父さんの伸吾さん(33)、長女の梢ちゃん(2)、
　　　　　　お母さんの沙也加さん(33)、次女の紬ちゃん(８か月)
後列左から～孫からゆみちゃんと呼ばれている沙也加さんの母の喜多由美さん(56)、
　　　　　　チワワとポメラニアンのミックス・ころもちゃん(5)、孫からとしくんと
　　　　　　呼ばれている沙也加さんの父の喜多利行さん(61)
作付内容：玉ねぎを約15㌶作付けしています。

夏の味覚！
北見メロン収穫スタート
　ＪＡきたみらい管内では北見メロ

ンの収穫が７月上旬から始まりまし

た。

　北見地区小泉の川尻将士さんのハ

ウスでは赤肉品種「ルピアレッド」

を約20㌃作付けしており、７月２日

から収穫を始めました。３月下旬の

定植後は夜温が上がらず生育にやや遅れがあったものの、

温度管理などを徹底したことで、糖度やネット張りは例

年通りに仕上がりました。

　収穫にあたって川尻さんは「気候が安定せず温度や水

の管理に苦労したが、無事に収穫を迎えることができた。

たくさんの人に美味しい北見メロンを食べてもらいた

い」と話しました。

　当ＪＡでは今年度、13戸で約4,500ケースの出荷を見

込んでおり、８月中旬頃までオホーツク管内のスーパー

や量販店で販売される予定です。

メロンを収穫する川尻さん
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第
22
回
JA
き
た
み
ら
い

乳
牛
共
進
会

　

６
月
６
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
き
た
み
ら
い
酪

農
振
興
協
議
会
の
共
催
で
訓
子
府
町
の
北

見
管
内
畜
産
総
合
施
設
で
乳
牛
共
進
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
地
域
か
ら
59
頭
の
乳
牛
が

出
品
さ
れ
、
体
型
の
美
し
さ
や
骨
格
の
力

強
さ
、
乳
房
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
資
質
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
審
査
員
は
恵
庭
市
で
酪

農
業
を
営
む
福
屋
栄
人
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
未
経
産
牛
か

ら
経
産
牛
ま
で
13
部
門
で
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
高
位
賞
は
、
経
産
の
部
で
北
見
地
区

の
Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ 

Ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｎ

ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｅ
が
出
品
し
た
「
エ
リ
ー　

ス
ポ
ツ
ト　

ソ
フ
イ
ー
ナ
」
、
未
経
産
の

部
で
訓
子
府
地
区
の
今
野
友
樹
さ
ん
が
出

品
し
た
「
サ
ン
バ
レ
ー　

ピ
リ
カ
ラ　

ス

パ
イ
シ
ー
ド
ツ
ク
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

13
部
以
外
に
も
子
ど
も
か
ら
実
習
生
ま

で
が
出
場
す
る
シ
ョ
ウ
マ
ン
シ
ョ
ー
で
は

３
頭
が
出
品
さ
れ
、〝
小
学
３
年
生
以
下

の
部
〟
と
〝
小
学
４
年
生
か
ら
実
習
生
の

部
〟
が
行
わ
れ
、
大
人
顔
負
け
の
リ
ー
ド

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
会
場
で
は
き
た
み
ら
い
牛

乳
の
無
料
配
布
、
き
た
み
ら
い
牛
乳
を
使

用
し
た
プ
リ
ン
と
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
牛

肉
（
篠
原
牛
）
の
販
売
も
行
い
、
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

特集特集

【未経産の部】最高位　「サンバレー　ピリカラ　スパイシードツク」 訓子府 今野　友樹氏（左２頭目）
　　　　　　　準最高位「ＤＨ　キヤンデイ　メイク　ＥＴ」　　　　 北　見 山内牧場（左１頭目）

【経 産 の 部】最高位　「エリー　スポツト　ソフイーナ」　　　　　 北　見 Secret Ellie Syndicate（右２頭目）
　　　　　　　準最高位「ＤＨ　サクラ　ホルダー」　　　　　　　　 北　見 山内牧場（右１頭目）

▲審査の様子

▲来賓挨拶をする
　深川置戸町長

▲デイリークイーンを
　務めた阿部職員

▲主催者挨拶をする
　大坪組合長

▲審査員を務めた
　福屋栄人氏

▲入念に牛を仕上げる出品者▲

▲未経産・経産の部の最高位、準最高位の栄誉に輝いた４頭と関係者の皆様

▲バナーを受け取る参加者▲ショウマンショーで牛をリード▲最高位を受賞した今野友樹氏

▲経産の部最高位賞　Ｓｅｃｒｅｔ Ｅｌｌｉｅ Ｓｙｎｄｉｃａｔｅ（北見）
 「エリー スポツト ソフイーナ」▲販売会場の様子
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〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部
〜

花
壇
づ
く
り
で
国
道
沿
い
を
華
や
か
に

▲花壇を整備する様子

▲花を植え付ける様子

れ
、
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会
主
催

の
秋
季
善
行
表
彰
の
環
境
美
化
部
門
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
相
内
町
と
女
性
部
員
の
減

少
や
高
齢
化
等
の
課
題
か
ら
、
今
年
度

で
最
後
の
花
壇
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
（
オ
レ
ン
ジ
、
黄
色
）
、

ベ
ゴ
ニ
ア
と
色
と
り
ど
り
の
花
を
手
際

よ
く
植
え
付
け
、
女
性
部
最
後
の
花
壇

を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部
は

６
月
９
日
、
相
内
地
区
事
務
所
前
の
国

道
沿
い
で
花
壇
づ
く
り
を
行
い
、
部
員

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

相
内
町
で
は
、
「
緑
と
花
が
あ
ふ
れ

る
住
み
良
い
街
づ
く
り
」
を
目
的
に
商

店
街
全
体
で
花
壇
整
備
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
当
事
務
所
前
で
の
花
壇
づ
く
り

は
２
０
０
３
年
の
Ｊ
Ａ
合
併
前
か
ら
女

性
部
と
協
力
し
て
続
け
て
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
花
壇
整
備
を
通
じ
て
環
境
美

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
が
評
価
さ

〜
き
た
み
ら
い
加
工
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
耕
作
者
連
絡
協
議
会
〜

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
安
定
多
収
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　

現
地
講
習
会
を
開
催

▲現地講習会の様子

仕
方
等
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
味
の
素
ヘ

ル
シ
ー
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
の
峰
崎
達

也
氏
と
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
木
島
正
利
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、

峰
崎
氏
か
ら
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
重

要
な
収
量
構
成
要
素
と
し
て
、
５
葉
期

と
抽
雄
期
の
ス
ト
レ
ス
低
減
が
品
質
や

収
量
向
上
に
繋
が
る
と
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
木
島
氏
か
ら

は
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
生
育
期
の
除

草
剤
処
理
の
仕
方
、
病
害
虫
に
よ
る
被

害
や
対
策
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
８
月
下
旬
に
味
の
素
食

品
北
海
道
株
式
会
社
訓
子
府
工
場
を
視

察
す
る
予
定
で
す
。

　

き
た
み
ら
い
加
工
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

耕
作
者
連
絡
協
議
会
は
６
月
19
日
「
現

地
講
習
会
」
を
開
催
し
、
会
員
31
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
は
大
武
弘
幸
理

事
の
圃
場
と
川
畑
耕
介
会
員
の
圃
場
、

午
後
は
川
島
拓
磨
会
員
の
圃
場
の
３
会

場
で
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
加
工
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
の
除
草
剤
、
追
肥
等
の
確
認
や
今

後
の
生
育
に
合
わ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の

▲参加者に説明する峰崎氏

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
〜

機
械
な
ど
見
な
が
ら
役
員
間
で
情
報
交
換

▲安斉副部長のドローンを見学する役員

▲川島代表監事の播種機の説明を聞く様子

を
通
し
て
、
作
業
の
方
法
や
工
夫
な
ど

に
つ
い
て
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

矢
田
目
部
長
は｢

同
じ
作
物
で
も
地

域
や
人
に
よ
っ
て
機
械
も
作
業
内
容
も

異
な
り
、
実
際
に
見
る
こ
と
で
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
。
今
後
も
青
年
部
間
で

積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
色
々
な

人
の
良
い
と
こ
ろ
を
参
考
に
し
て
自
身

の
営
農
に
活
か
し
て
い
き
た
い｣

と
話

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
は
６

月
17
日
、
役
員
の
農
場
を
訪
ね
、
倉
庫

や
圃
場
な
ど
を
見
な
が
ら
意
見
交
換
を

す
る
役
員
研
修
を
行
い
、
役
員
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
河
合
副
部
長
、
安
斉
副
部

長
、
川
島
代
表
監
事
、
箱
木
理
事
の
農

場
を
訪
問
し
、
作
業
機
や
ド
ロ
ー
ン
、

作
物
の
生
育
状
況
な
ど
を
見
学
。
参
加

し
た
役
員
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
な
い

他
の
役
員
の
農
場
の
見
学
や
意
見
交
換

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
〜

Ｊ
Ａ
職
員
も
参
加
し
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
開
催

▲競技の様子

▲アームレスリング大会　決勝戦の様子

の
な
い
部
員
や
職
員
と
も
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
焼
き
肉

を
囲
み
親
睦
を
深
め
、
毎
年
恒
例
の
ア

ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
も
開
催
し
ま
し

た
。
前
年
度
優
勝
者
で
あ
る
箱
木
敬
亮

さ
ん
が
み
ご
と
優
勝
し
、
大
会
は
大
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

矢
田
目
部
長
は
「
と
て
も
暑
い
気
温

の
た
め
、
熱
中
症
対
策
を
欠
か
さ
な
か

っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
誰
も
体
調
不
良

に
も
な
ら
ず
、
ま
た
、
怪
我
も
な
く
楽

し
く
交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
６
月
24

日
、
部
員
と
若
手
職
員
が
交
流
す
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
北
見
市
内
の
球
場

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
令
和
５
年

度
か
ら
７
年
度
に
入
組
し
た
職
員
に
呼

び
か
け
し
、
部
員
と
職
員
合
わ
せ
て
67

人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
は
、
選
手
宣
誓
を
昆
野
将

之
さ
ん
と
大
関
涼
雅
さ
ん
が
務
め
「
部

員
、
職
員
共
に
熱
中
症
対
策
を
欠
か
さ

ず
全
力
で
プ
レ
ー
を
行
う
」
と
宣
誓
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
普
段
接
す
る
機
会
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〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
端
野
支
部
〜

夏
期
研
修
で
管
内
施
設
を
視
察

▲環境大善で集合写真

し
た
会
議
室
を
見
学
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

農
業
発
展
の
拠
点
と
し
て
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
施
設
に
関
心
が
深
ま
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
株
式
会
社
北
見
ハ
ッ
カ
通
商

を
訪
れ
、
北
見
の
天
然
ハ
ッ
カ
の
歴
史

や
栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
参
加

者
は
ハ
ッ
カ
製
品
を
お
土
産
と
し
て
購

入
し
、
北
見
な
ら
で
は
の
魅
力
を
体
感

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
を
終
え
て
参
加
し
た
部
員
は

「
地
域
農
業
の
歴
史
か
ら
近
代
技
術
ま

で
、
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
研
修
会

で
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
端
野
支
部

は
６
月
27
日
、
夏
期
研
修
会
で
管
内
３

施
設
の
視
察
を
行
い
、
部
員
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
環
境
大
善
株
式
会
社
を
訪
れ
、

牛
の
尿
で
作
ら
れ
た
「
善
玉
活
性
水
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
消
臭
剤

や
土
壌
改
良
剤
な
ど
様
々
な
分
野
へ
の

応
用
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ 

Ｂ
ｌ
ｄ
ｇ
．

で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
農
業
を
紹
介
す
る

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
設
備
が
充
実

〜
24
人
参
加
し
半
数
以
上
が
マ
ッ
チ
ン
グ
〜

１
泊
２
日
の
婚
活
ツ
ア
ー
開
催
！

▲遊覧船で景色を眺める参加者たち

▲小川夫妻から話を聞く参加者たち

　

２
日
目
は
北
見
に
戻
り
、
農
家
と
の

結
婚
に
つ
い
て
参
考
に
し
て
も
ら
う
た

め
、
昨
年
の
ツ
ア
ー
が
き
っ
か
け
で
結

婚
に
至
っ
た
北
見
地
区
の
小
川
圭
祐
・

輝
子
夫
妻
を
訪
ね
、
農
家
と
の
結
婚
や

暮
ら
し
、
婚
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加

者
が
気
に
入
っ
た
異
性
を
選
ん
で
も
ら

い
、
７
組
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
と
っ
て
良
い
出
会

い
と
な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
北
見
地
区
農
業
振
興
連
絡

協
議
会
は
６
月
21
日
か
ら
22
日
、
昨
年

に
続
い
て
２
度
目
と
な
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
「
キ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ

ア
ー　

阿
寒
へ
GO
！
２
０
２
５
」
を
開

催
し
、
昨
年
の
倍
に
あ
た
る
男
女
12
組

24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
初
日
は
き
た
み
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
で
遊
ん
だ
あ
と
阿
寒
へ
向
か
い
、

阿
寒
湖
遊
覧
船
に
乗
船
。
夜
に
は
ア
イ

ヌ
古
式
舞
踊
の
鑑
賞
な
ど
を
行
い
、
「
ザ

　

フ
ォ
レ
ス
ト
阿
寒
」
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

▲北見ハッカ通商で研修を受ける部員の様子

イギリスのリジェネラティブ農業から分かる農業の実態について③

　３つめの農場はイギリス北部の街・リーズ近郊で畑作＋畜産経営しているＡ氏である。Ａ農場

は春大麦（60ha）、冬小麦（35ha）、冬大麦（22ha）、カバークロップ（40ha、うち20haで肉牛

を放牧）、その他菜種や春小麦と合わせて計220haの経営面積である。農業従事者はＡ氏のほか

に雇用１名（パートで約半年従事）と家族が肉牛の管理を一部手伝っている。

　リジェネラティブ農業に取り組んだ経過をみてみよう。もともとは慣行の畑作農業を行ってい

た。近くに砂糖工場がある関係でビートが経営の柱の１つであったが、2010年に工場が閉鎖され

た。１番近い工場といっても距離は遠く、栽培の割り当てがもらえずビートの栽培を中止した。

その後、２、３年は代わりにジャガイモの栽培を行っていた。2012年は特に雨が多く、植え付け

も収穫も大変な労力がかかった。その過程で、「土壌の健康が低下している」と直感的に感じた

という。収量も停滞しており、収量を維持するためには常に多くの肥料を使う必要があった。そ

のためにどんどんコストがかかってしまい、全てが間違っていると感じた。

　2012年に父親が病気になり、翌年に亡くなったので、自分１人で作業を行う必要に迫られた。

当時はそれほど広い土地を持っていたわけではなかったが、それでもパートタイムのスタッフが

必要だった。自分１人で全てをこなせるなら、その方がずっと簡単であり、他のスタッフは必要

ないと考えていた。そこで不耕起栽培に取り組むことを決め、持っていたプラウや播種機などの

機械は全て売り、新しい営農スタイルに合う機械を導入した。機械を全て売ることで、不退転の

決意を固めたのである。最初の２年はストリップティルドリルで耕していたが、もっと土の攪乱

を少なくしたいと考えて「John Deereの750A」という不耕起播種機を購入した。

　カバークロップ種子と一緒に生物資材を入れる。ケイ素と液体カルシウム、石灰も入れる。で

きるだけ化学合成物質は使わないようにしている。

　化学合成物質を使用する必要がある場合もあるが、悪影響もあると考えており、その前にでき

る限りのことをしている。悪影響とは、天然の真菌胞子を殺してしまうことである。そうなると

麦稈が分解されなくなってしまう。そのバランスを考えて判断している。植物の栄養・健康を重

視し、葉の上のバリアを維持し、植物の自然免疫・防御機能を助けることを心がけている。特に

春作では出穂前の農薬散布は行わないようにしている。ただし、現在も防除剤は使用している。

　輪作の内容としては、穀類を２回連作し、その後豆類などを栽培している。輪作が不十分であ

ることが理由で生じていた有害な雑草は現在完全に除去できているが、問題が起きた場合には草

地化している。重要なのは、長い輪作期間と春作物、冬作物、あるいは春植え冬覆土作物を長期

間多様に輪作し、土をむき

出しにしないことと考えて

いる。

　製糖工場の閉鎖、労働力

の減少という経営的必要性

に迫られたこと、土の異変

を感じ取ったこと。そうし

た外的、内的要因によって、

徐々に慣行農業からの転換

を進めているこの事例は、

北海道においても１つの参

考になるだろう。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之
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～ＪＡきたみらい東京事務所 通信～ Vol.6

「きたみらい農畜産物応援団の拡大マッチング」店舗のご紹介

▶店舗ＨＰ https://www.sukiya.jp

新 規 採 用 の お 知 ら せ
購買部資材推進グループ 栗谷川　　駿

くり や がわ       しゅん

　一日でも早く仕事を覚え、地域や組合員の皆さまに貢献できる職員を目指します。
まだまだ分からないことも多いですが、元気と笑顔を大切に頑張っていきます！

平成元年４月４日生
北見緑陵高等学校　卒業
趣味・好きなもの　バスケットボール・サウナ・山岡家

6月より労働安全衛生法が改正されました
～熱中症対策　罰則付き義務化～

　労働者の安全確保を定めた労働安全衛生法に基づき、農業で安全対策強化の動きが

進んでいます。

　令和７年６月１日から労働者を雇用する全ての事業者に対して、熱中症の疑いや恐

れがある労働者を早期に発見するための体制整備や熱中症の疑いがある人が見つかっ

た場合に行う対策措置などについて、手順作成や周知が義務付けられました。

　義務付けが対象となるのは、暑さ指数28以上か気温31℃以上で、連続して１時間以

上または１日あたり４時間を超えて行う作業となります。

　事業者が対策を怠った場合、労働安全

衛生法第119条・６カ月以下の拘禁刑ま

たは50万円以下の罰金が科されることと

なります。

　実際の農業現場における具体的な対応

としては、事務所に貼り紙を掲示するこ

とが有効であり、労働者に対し本制度を

周知するとともに、左のような貼り紙

（例：「熱中症」対応フロー）などをご

活用ください。

出典：農林水産省ウェブサイト「労働安全衛生法令に基づく労働者への熱中症対応に係る報告体制の整備等について
　　　（令和７年４月２日付け事務連絡）」（農林水産省）

（https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/nechu.html）

参考資料はこちらから
ＪＡきたみらい組合員専用ページ内農作業安全ページ

　ＪＡ全農青果センター（株）東京センター
から全道共計ユーザーである(株)ゼンショー
ホールディングスを通じて、東北地方の133
店舗にて当ＪＡ産の玉ねぎを令和６年11月
から令和７年２月にかけて使用頂きました。
店内にはミニのぼりとテーブルにステッ
カーを貼って頂き、当ＪＡの知名度向上にご
協力頂いた経過にあります。
　また、昨年11月には、きたみらい玉葱振
興会の東北販売推進時に福島県の店舗を訪
問しております。

東北133店舗『 す き 家 』

▲店内 ミニのぼり

▲店内 ステッカー

▲13号福島矢野目店
　　　　　（福島県）

※「きたみらい農畜産物応援団の拡大マッチング」の取り組みに関する目的等や
　過去の掲載店舗につきましては、きたみらいホームページ内の東京事務所通信
　をご覧下さい。また、産地指定頂いた店舗について、お近くにお越しの際は是非お立ち寄り下さい。

　

北
見
柔
道
連
盟
に
所
属
す
る
相
内
地
区
の

萩
原
裕
介
さ
ん
と
置
戸
地
区
の
森
谷
大
空
さ

ん
は
、
６
月
７
日
、
８
日
に
北
海
道
立
総
合

体
育
セ
ン
タ
ー
（
北
海
き
た
え
ー
る
）
で
開

催
さ
れ
た
第
75
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対

抗
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
に
は
当
Ｊ
Ａ
も
協
賛
し
て
お
り
、

２
人
は
当
Ｊ
Ａ
の
名
前
の
入
っ
た
柔
道
着
で

出
場
。
大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
、
各

試
合
は
５
人
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
戦
は

島
根
県
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
柔
道
ア
カ
デ
ミ
ー

と
対
戦
し
、

４
勝
０
敗
１

引
き
分
け
で

勝
利
。
２
戦

目
は
物
流
な

ど
を
行
う
セ

ン
コ
ー
株
式

会
社
の
セ
ン

コ
ー
柔
道
ク

ラ
ブ
と
対
戦

し
、
０
勝
３

敗
１
引
き
分

け
で
敗
れ
て

結
果
は
ベ
ス

ト
32
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
た

▲試合前、センター事務所にて（左から髙橋常務、長瀬常務、
　森谷大空選手、萩原裕介選手、北見柔道連盟会長兼北海道
　柔道連盟副会長の武藤氏、森谷弘二氏）

▲北見柔道連盟の集合写真（写真提供：北見柔道連盟）

柔
道
の
全
国
大
会
に
出
場
！

～
萩
原
裕
介
さ
ん
、
森
谷
大
空
さ
ん
～

萩
原
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
に
協
賛
し
て
い
た
だ
き
、

こ
う
し
て
大
会
に
出
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
練

習
を
こ
な
し
て
き
た
が
世
界
の
選
手
の
壁
は

遥
か
に
高
か
っ
た
。
今
後
も
北
見
の
名
前
を

少
し
で
も
刻
め
る
よ
う
鍛
え
抜
い
て
い
き
た

い
」
、
森
谷
さ
ん
は
「
道
内
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
初
め
て
の
出
場
だ
っ
た
が
、

全
国
の
選
手
は
非
常
に
強
い
と
感
じ
た
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
出
て
み
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
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第５回 理事会報告
　６月25日、午前９時00分より第５回定例理事会が開催さ

れ、報告事項16件、決議事項３件が協議され、原案通り承

認されました。

　
【報告事項】

①財務状況報告について

②道連の決算及び剰余金について

③ＣＳＲレポート２０２５の発行について

④人事の発令について

⑤ＪＡバンク基本方針に基づく体制整備モニタリング報告

　について

⑥ＪＡバンク基本方針に基づく経営状況（財務モニタリン

　グ）報告について

⑦ＪＡバンク経営戦略シートの作成について

⑧マネロン・テロ資金供与対策における実施状況等の報告

　について

⑨作況調査（６月15日）報告について

⑩６月11日降雹・集中豪雨被害報告について

⑪令和７年産コムギ萎縮病の状況について

⑫令和７年以降の貸出コンテナの取り扱いについて

⑬生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑭第22回ＪＡきたみらい乳牛共進会について

⑮令和６年度燃料事業正組合員向け利用促進奨励施策実施

　報告について

⑯組合員状況報告について

　
【決議事項】

①理事に対する質権契約の解除について

②Ｒ７年夏期地区別懇談会提出資料について

③Ｒ７年農産・青果物取扱要領の設定について

　当ＪＡはＪＡ自動車共済の損害調査サービスを
通じて契約者から高い評価をいただき、同共済の
総合満足度の向上に貢献したことが認められ、Ｊ
Ａ共済連より感謝状を授与されました。
　感謝状は、利用者の事故受付満足度が95％以上
である全国の上位100組合に対して毎年授与され
ています。当ＪＡは令和６年度、満足度100％と
なり、５月28日、ＪＡ共済連北海道北見自動車損
害調査サービスセンターの久保田センター長より
当ＪＡの齊藤専務へ感謝状と副賞が手渡されまし
た。当ＪＡは２年連続で感謝状を授与されており、
今後も質の良いサービスを提供できるよう努めて
まいります。

▲久保田センター長（右）より表彰状を受け取った齊藤専務（左）

高評価の自動車損害調査サービスで
感謝状授与！

高評価の自動車損害調査サービスで
感謝状授与！

お問合せ先：農機自動車G　訓子府町大町158
TEL：0157-47-4820　FAX：0157-47-3411
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広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

つも楽しく読んでいます。色々な地区の事を知れ

たりするのが楽しいです。

表紙のお子さんや、ご家族の写真を見るのが好きです！

い日がつづきます。ついついも
うちょっと．．．と休まず農

作業してしまいがちです。休憩、
補水こまめに働こうと思います！
皆さんもお気をつけて！

い

　ご愛読ありがとうございます！！今後も、各地区の様々

な情報をお届けできるように努めて参りますので、これか

らもよろしくお願いします！

　　　また、みなさま取材のご協力もお願いいたします！

　本当に暑い日が続きますね…！食欲がない、なかなか

夜寝付けないことがあるとは思いますが、しっかり睡眠

をとり、食事もとって、休憩、水分補給を忘れずにこの

暑さを乗り切りましょう！

（温根湯地区　羽馬　明日菜さん）

（北見地区　遠藤　幸枝さん）

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙か、右の
ＱＲコードに答え（番号）と広報誌へのご意
見・ご感想を記入してＦＡＸ又は応募フォーム
でご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの 「玉ね
ぎポン酢」と「玉ねぎうま塩」をプレゼント致
します。

６月号まちがいさがしの当選者

・井　関　晴　美さま（訓子府）・笛　田　直　子さま（置　戸）・佐　藤　恵美子さま（訓子府）
・藤　田　恭　輔さま（留辺蘂）・相　馬　杏　虹さま（訓子府）・丹　羽　美　和さま（端　野）

20
秒
で
気
分
転
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

体
を
動
か
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
　
手
軽
に
体
操

日
本
体
育
大
学
准
教
授
●
伊
藤
由
美
子

　

農
作
業
に
よ
る
前
か
が
み
姿
勢
や
長
時
間

に
わ
た
る
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
、
背
中
が
丸

ま
っ
た
状
態
で
作
業
が
続
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
?　

同
一
姿
勢
を
取
り
続
け
て
い
る

と
、
体
が
凝
り
固
ま
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
思

考
力
や
集
中
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
仕
事
の
合
間
を
利
用
し
て
、

時
折
、
体
を
ほ
ぐ
す
と
と
も
に
気
分
転
換
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
日
本
体
操
協
会
で
は
、
心
身
の
健

康
増
進
と
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

た
め
に
、
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｔ

ａ
ｉ
ｓ
ｏ
（
ザ
・
タ
イ
ソ
ウ
）
」
を
国
内
外

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
「
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｔ
ａ
ｉ

ｓ
ｏ
」
に
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
（
①
ノ
ー
マ

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン 

②
シ
ョ
ー
ト
バ
ー
ジ
ョ
ン 

③
20
秒
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
③
の
20
秒
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
ま

す
。
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
、
20
秒
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
運
動
の
一
部
を
体

験
し
、
運
動
に
慣
れ
て
き
た
ら
動
画
を
見
な

が
ら
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日本体操協会公認

体操プログラム

「The Taiso

（ザ・タイソウ）」

20 秒バージョン

（号令付き）

レッツ、トライ !　足踏み +腕を振る +胸を伸ばす運動

指
先
合
わ
せ
体
操
で
脳
を
鍛
え
る

脳
ト
レ
！
　
手
足
の
体
操

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤
　
喜
久
雄

　

右
脳
は
新
し
い
発
想
や
理
論
の
創
造
を
担

当
し
、
左
脳
は
計
算
や
分
析
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
左
手
を
動
か
す
こ
と
で
右
脳
を
、
右

手
を
動
か
す
こ
と
で
左
脳
の
血
行
を
促
進

し
、
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
先
合
わ
せ
体
操
は
ま
と
め
て
長
時
間
行

う
よ
り
も
、
手
が
空
い
た
と
き
に
繰
り
返
し

行
い
、
１
日
５
分
で
も
続
け
る
よ
う
に
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

指
先
合
わ
せ
体
操
は
一
つ
一
つ
は
と
て
も

小
さ
な
動
き
で
す
が
、
動
か
す
順
番
や
回
数

な
ど
、
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と
で
脳
を
さ

ら
に
効
果
的
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑴いすに座って準備
をします。

⑵腕を振りながら足
踏みを4回します。

⑶胸の前で腕を交差
します。

⑷胸を伸ばすと同時
に両肩をタッチしま
す。

⑸手拍子を2回しま
す。

⑴親指と人さし指の腹同士を合わせます。
指を1本動かすことと足の屈伸運動は、脳
にとっては同様の運動量とも考えられてい
ます。

（レベル１）右手と左手で、違う指で⑴⑵
を繰り返します。指先も刺激され、血行が
良くなります。

（レベル２）左右の動きをずらします。左
手は⑴、右手は⑵の状態から左右同時に体
操を繰り返します。

⑵人さし指を曲げ、親指で人さし指の爪を
押さえます。⑴⑵を時計の秒針よりやや早
めに繰り返します。他の指でも同様に行い
ましょう。

指先合わせ体操

応　用

６月号のまちがいさがしの答えは「１、４、５、７、10」でした。
正解者16名の中から抽選の結果、当選者は次の方々です。

以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎ焼肉のたれ」と「麦まるごとうどん」２袋をプレゼント致します。

暑
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和７年６月19日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,578人

5,441人

830戸

115,423百万円

17,995百万円

5,041百万円

・朝の日差しも強くなり、通勤時にはジリジリと肌が焼けるように感じ

　ます。本格的な夏を目前に、皆さまの暑さ対策は万全でしょうか。熱

　中症や脱水症状にならないように、こまめな休憩と水分補給を心がけ

　ましょう。

・いよいよ農作物の収穫時期を迎えます。労災事故が増える時期ともな

　りますが、皆さまが事故なく快適に過ごせますよう願っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（榊　綾香）

元気のもとの夏野菜、丸ごと栄養をいただいて暑い夏を乗り切ろう レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

材料（２人分）

蒸しナスと

ツナのマリネ

栄養の宝庫・ナスを丸ごと楽しむ

トウモロコシの

バターしょうゆ
ご飯

夏の旬を味わうメニューで
夏バテ予防

作り方

材料（４人分）

❶トウモロコシは皮をむいてひげ根を取り、包丁でそぐように実を外す。芯は取っておく。
❷米をといで、Ａを入れてから通常の水加減にして軽く混ぜる。①と芯をのせて通常通り
　炊飯する。
❸芯を取り除き、バターをのせて混ぜ、お好みで黒こしょうを振る。

米
トウモロコシ
　　酒
Ａ　しょうゆ
　　みりん
　　塩
バター
黒こしょう

……………………………………………２合
………………………………１本

…………………………………大さじ１
…………………………大さじ１
……………………………小さじ１

………………………………小さじ2/3
………………………………………15g
…………………………………少々

＼ポイント／
　トウモロコシの芯からうま味が出
て、丸ごとおいしさと栄養をいただ
けます。たくさん炊いて残ったら焼
きおにぎりにすると最高です。

作り方
❶ナスはへたを落として縦にしま模様になるようピーラーで
　２、３カ所皮をむき、一口大の乱切りにする。Aの梅干しは
　種を取って刻んでおく。
❷レンジ可のボウルに①のナスを入れ、水にくぐらせて水気を軽く切る。
　そのままボウルにツナとAを入れてラップをし、レンジ（600W）で2分加熱する。
　軽く混ぜてさらに2分加熱し、刻んだシソをあえたら出来上がり。塩味は梅干しの塩分濃度によるので味見をして調整する。

ナス
ツナ（油漬け）
　　しょうゆ 
Ａ　梅干し
　　オリーブ油
シソ

………………………………３本（約250g）
……………………………小１缶
…………………………大さじ１

………………………………小１個
……………………大さじ1/2

…………………………………………５枚

＼ポイント／
　ナスは自律神経を整えてくれるといわれ、夏バテ防止にとて
も良い野菜です。水にさらし過ぎず、くぐらせる程度に。皮に栄
養が多いためむき過ぎないようにしましょう。

●ショウガを加える
●オリーブ油をごま油など好みのものに変えるアレンジ


